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１．ＰＦＩのテイク･オフステージ

（１）ＰＦＩの事業形態、対象事業の多様化

（２）ＰＦＩ事業の環境整備

（３）国のＰＦＩ事業の本格化

（４）民間事業者による選別化

（５）事業スペックのガバナンスとモニタリング

事業形態

対象事業

補助金導入等イニシャルコスト軽減型、証券化の検討

千葉市少年自然の家、札幌市斎場等



証券化の基本スキーム

建設会社等 出資会社 格付け会社

ＳＰＣ等行政機関 社債管理会社

維持管理会社 サービス会社等

投資家

ダイレクト･アグリーメント

工事契約等 出資等 格付け付与

ＰＦＩ契約 証券発行

関連契約

販売



２．公共サービス編成としてのＰＦＩの位置づけ

基本類型 概　　　念

行政が施設の建設やシステムの構築を行い、運営を民間に
委ねる。なお、コスト負担の面からさらに以下の類型に分けら
れる。

施設やシステムの管理･運営に必要な費用を委託費として行
政が民間に支払う方式。

施設やシステムの管理･運営に必要な費用を民間が利用者
から直接利用料として確保する方式。

施設やシステムを民間に無償もしくは有償で貸与する方式。

施設やシステムを民間に無償もしくは有償で譲渡する方式。

公設民営

委託料方式

利用料金方式

貸与方式

譲渡方式



基本類型 概　　　念

民間に施設やシステムの構築を委ね、運営は行政が行う。なお、
施設、システムの利用形態により以下の類型に分けられる。

施設やシステムの設計･構築等を一体的に委ね、当初より所
有権は行政が保有する方式。

施設やシステムを行政が無償もしくは有償で譲り受ける方式

施設やシステムを行政が無償もしくは有償で借り受ける方式

民設民営

ＤＢ方式

貸与方式

譲渡方式

業務委託 行政が行う建設、構築、運営等の業務の一部を民間に委ねる。
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基本類型 概　　　念

民間に施設やシステムの建設、構築、運営等を一体的に委ねる。
なお、施設、システムの所有形態により以下の類型がある。

施設やシステムの所有、資金調達等は当初より行政が行う。

施設やシステムの所有権が完成した時点で行政に移転する。

ＰＦＩ

ＤＢＯ方式

ＢＴＯ方式

ＢＯＴ方式

ＢＯＯ方式

施設やシステムの所有権が業務終了後に行政に移転する。

施設やシステムの所有権を業務終了後も行政に移転しない。

D=Design、B=Build、O=Operate、T=Transfer
ＰＦＩは、ＰＦＩ法等に基づく事業以外の形態、対象も含む。

２．公共サービス編成としてのＰＦＩの位置づけ



基本類型 概　　　念

公有地を民間に提供し、そこで民間が施設やシステムを運営す
る。なお、公有地の利用形態により以下の類型がある。

公有地を無償または廉価で民間に貸与する。

定期借地方式により民間に貸与する。

公有地活用

貸与方式

定期借地方式

信託方式

一体整備

公有地を土地信託方式により民間に委ねる。

施設やシステムを共同で構築し共有する。

機能分担 施設やシステムを機能面から区分けし行政と民間で分担する。
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